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―
「
児
玉
希
望
は
作
家
と
し
て
、
つ
ね
に
積
極
的
な
転
換
を
意
図
し
て
ゐ
る
」

（
河
原
義
和「
児
玉
希
望
論
」『
現
代
の
日
本
画
家
』美
術
主
義
評
論
社
、
一
九
五
一
年
）

は
じ
め
に

広
島
県
立
美
術
館
で
は
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
か
ら
一
二
月
一
日
に
か
け
て
、

「
近
代
日
本
画
の
真
髄　

児
玉
希
望　

千
変
万
化
、
驚
異
の
筆
力
展
」を
開
催
し
た
。

広
島
県
高
田
郡
来
原
村（
現
在
の
広
島
県
安
芸
高
田
市
高
宮
町
）
出
身
の
児
玉
希
望

（
一
八
九
八‒

一
九
七
一
）
は
、
上
京
し
て
川
合
玉
堂
に
師
事
。
師
か
ら
学
ん
だ
狩
野

派
・
四
条
派
の
技
法
に
加
え
て
、
大
和
絵
、
浮
世
絵
、
歴
史
画
、
西
洋
絵
画
風
、
水
墨

画
、
抽
象
画
な
ど
、
画
派
や
画
風
・
画
題
を
横
断
し
、
多
彩
な
画
業
を
展
開
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。

広
島
を
代
表
す
る
日
本
画
家
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
当
館
で
は
開
館
前
後
に
寄
贈
を

受
け
た
戦
前
の
帝
展
出
品
作
を
多
数
含
む
約
一
三
〇
点
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
に
も
三
度
の
特
別
展
を
開
催
し
て
き
た
。
二
四
年
ぶ
り
と
な
る
本
展
で
は
、「
一
人

の
画
家
の
も
の
と
は
思
え
な
い
」と
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
希
望
の
幅
広
い
画
業
を
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
代
表
作
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
な
ぜ
画
風
が
変
わ
っ
た
の

か
、
そ
の
理
由
を
同
時
代
の
歴
史
、
絵
画
動
向
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
を

試
み
た
。

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
主
な
児
玉
希
望
展（

一
）に

お
い
て
は
、
時
代
ご
と
の
画
風
に
つ

い
て
丹
念
に
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
多
彩
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
も
そ

も
な
ぜ
画
風
が
変
化
し
た
の
か
と
い
う
理
由
に
関
す
る
言
及
は
な
く
、
先
行
研
究（

二
）で

も

十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
展
覧
会
で
、
画
風
の
変
化
の
理
由
と
、
そ
の
変
化

が
そ
の
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
味
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
提
起

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
た

め
、
今
後
の
児
玉
希
望
研
究
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
端
的
に
本
稿
に
ま
と
め
る
。

第
一
章
　
画
風
と
時
代
と
の
連
関
に
つ
い
て

「
元
来
私
は
、
最
初
玉
堂
先
生
に
入
門
当
時
、
北
宋
画
の
筆
意
に
深
く
憧
憬
を

持
ち
、
先
生
に
水
墨
画
の
技
法
を
学
ん
だ
の
が
始
め
で
あ
り
ま
す
。
北
宋
水
墨

は
、
爾
来
今
日
迄
継
続
し
て
描
き
乍
ら
、
そ
の
後
写
実
的
風
景
画
を
学
び
、
又
そ

れ
に
加
え
て
大
和
絵
の
研
究
に
没
頭
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
画
家
・
児
玉
希
望
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見

神
　
内
　
有
　
理
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①
風
景
画
の
時
代（
戦
前
）―
一
九
一
八（
大
正
七
）〜
一
九
三
一（
昭
和
六
）頃

②
花
鳥
画
の
時
代
―
一
九
一
八（
大
正
七
）〜
一
九
四
三（
昭
和
一
八
）頃

③
南
画
の
時
代
―
一
九
三
一（
昭
和
六
）〜
一
九
四
三（
昭
和
一
八
）頃

④
人
物
画
の
時
代
―
一
九
三
九（
昭
和
一
四
）〜
一
九
四
二（
昭
和
一
七
）頃

⑤「
戦
争
画
」の
時
代
―
一
九
三
九（
昭
和
一
四
）〜
一
九
四
二（
昭
和
一
七
）頃

⑥
風
景
画
の
時
代（
戦
後
）―
一
九
四
六（
昭
和
二
一
）〜
一
九
五
六（
昭
和
三
一
）頃

⑦
静
物
画
の
時
代
―
昭
和
二
〇
年
代
後
半
〜
晩
年

⑧
水
墨
・
金
碧
障
壁
画
・
折
衷
の
時
代
―
一
九
五
七（
昭
和
三
二
）
〜
一
九
五
八（
昭

和
三
三
）

⑨
水
墨
・
抽
象
の
時
代
―
一
九
五
九（
昭
和
三
四
）〜
一
九
六
四（
昭
和
三
九
）頃

⑩
仏
画
の
時
代
―
一
九
六
六（
昭
和
四
一
）〜
一
九
六
九（
昭
和
四
四
）頃

絵
だ
け
で
な
く
文
章
も
得
意
と
し
た
希
望
は
、
激
し
く
転
換
し
た
画
業
を
振
り
返
る

文
章
は
残
し
た
も
の
の
、
変
化
の
理
由
、
意
図
に
つ
い
て
は
後
述
す
る『
水
墨
滞
欧

記
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
五
八
年
）以
外
で
は
あ
ま
り
語
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と

が
理
由
を
分
か
り
に
く
く
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
希
望
の
時
代
ご
と
の
画
業
を
同
時
代
の
日
本
画
の
動
向
と
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
、
時
代
に
即
応
し
た
時
期
や
そ
れ
に
反
す
る
時
期
、
時
代
に
先
行
す
る
時
期
等
、

そ
の
当
時
の
画
壇
の
流
行
や
問
題
意
識
、
社
会
状
況
と
の
関
連
が
推
察
さ
れ
る
。
以

下
、
画
風
の
展
開
を
追
い
な
が
ら
、
そ
の
背
景
と
し
て
の
時
代
や
画
風
が
変
化
し
た
理

由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
風
景
画
の
時
代（
戦
前
）―
一
九
一
八（
大
正
七
）〜
一
九
三
一（
昭
和
六
）頃

両
親
を
早
く
に
亡
く
し
、
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
た
希
望
は
、
政
治
家
か
実
業
家
に
な

又
、
一
転
し
て
南
画
に
心
酔
し
、
漢
籍
を
渉
猟
し
た
り
、
写
実
的
画
風
に
加

え
て
、
南
画
の
精
神
に
裏
付
け
さ
れ
る
様
な
作
品
を
作
ろ
う
と
試
み
、
つ
づ
い
て

支
那
考
古
学
に
も
及
び
、
又
、
日
本
風
俗
画
の
上
代
か
ら
浮
世
絵
迄
の
も
の
と
、

更
に
最
も
手
近
な
花
鳥
動
物
画
に
至
る
迄
一
応
手
が
け
て
み
ま
し
た
。

私
の
研
究
欲
は
、
更
に
次
々
と
範
囲
を
拡
げ
て
、
戦
後
は
渡
欧
一
年
彼
地
に

居
住
し
て
、
見
聞
し
た
処
に
依
り
、
非
写
実
的
傾
向
の
作
品
も
作
っ
て
見
た
訳
で

す
。
老
来
再
び
、
若
い
頃
一
時
興
味
を
持
っ
て
居
り
ま
し
た
仏
画
の
研
究
を
再
燃

さ
せ
、
二
、三
の
作
品
も
作
っ
て
居
り
ま
す
。（
中
略
）

今
後
、
天
が
私
に
貸
す
に
尚
若
干
の
齢
を
以
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
今
迄
手
が

け
た
沢
山
の
道
の
中
よ
り
そ
の
一
條
を
選
ん
で
、
遅
れ
ば
せ
乍
ら
こ
れ
を
さ
ら
に

深
く
掘
り
さ
げ
て
、
残
世
の
楽
し
み
と
致
し
た
い
と
心
ひ
そ
か
に
願
っ
て
居
る
次

第
で
あ
り
ま
す
」

（
児
玉
希
望「
回
顧
展
に
際
し
て
」『
児
玉
希
望
回
顧
展
』図
録
、
日
本
橋
高
島
屋
、

一
九
七
〇
年
）※
傍
線
筆
者

五
〇
年
の
画
業
の
集
大
成
と
し
て
、
自
身
が
か
か
わ
っ
て
開
催
さ
れ
た「
児
玉
希
望

回
顧
展
」（
一
九
七
〇
年
）に
お
い
て
、
希
望
は
自
ら
の
画
業
を
上
述
の
よ
う
に
分
類
し

て
語
っ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
を
参
考
に
し
つ
つ
、
こ
こ
で
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
希
望
の
画
業
を

主
題
別（
一
部
、
技
法
別
）
に
、
次
の
十
の
時
期
に
分
類
し
て
考
え
る
。
や
や
煩
瑣
な

分
類
に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
官
展
出
品
作
を
中
心
に
ま
と
め
た
場
合
に
見
落

と
さ
れ
て
き
た
画
業
の
変
化
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
当
然
な
が
ら
こ

の
分
類
に
は
収
ま
ら
な
い
作
品
も
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
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に
な
る
。
特
に
、
写
実
的
傾
向
と
新
興
大
和
絵
系
の
作
品
が
増
え
、
洋
画
風（

四
）の

濃
密
な

写
実
表
現
に
基
づ
く《
夏
の
山
》も
そ
れ
に
連
な
る「
新
傾
向（

五
）」の

作
品
と
し
て
評
価
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
希
望
の
躍
進
は
、
帝
展
の
発
足
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
解
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

一
九
二
八（
昭
和
三
）年
に
は
、《
盛
秋
》（
川
奈
ホ
テ
ル
蔵
）に
よ
っ
て
帝
展
で
初
と

な
る
特
選
を
受
賞
。
青
森
県
の
奥
入
瀬
渓
谷
を
描
い
た《
盛
秋
》は
、《
春
日
権
現
験
記

絵
》（
鎌
倉
時
代
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
、
国
宝
）
や《
一
遍
上
人
絵
伝
》（
鎌
倉
時

代
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）な
ど
の
大
和
絵
古
典
を
研
究
し
た

上
で
、
色
彩
研
究
の
た
め
、
現
地
に
お
い
て
油
彩
画
を
使
っ
て
写
生
し
た
意
欲
作
で

あ
っ
た
。

希
望
は
、
帝
展
初
入
選
の
頃
よ
り
、
大
和
絵
の
近
代
化
を
提
唱
す
る
新
興
大
和
絵
運

動
に
関
心
を
抱
き
、
そ
の
提
唱
者
で
あ
る
松
岡
映
丘（
一
八
八
一‒

一
九
三
八
）
に
教

え
を
乞
う
て
い
る

（
六
）。

帝
展
開
設
以
来
、
審
査
員
を
つ
と
め
た
映
丘
は
、
若
手
の
代
弁
者

と
し
て
新
傾
向
の
作
品
を
評
価
し
て
お
り
、
希
望
の
作
品
に
つ
い
て
も「
こ
の
作
者
に

は
、
希
望
が
も
て
る
」と
、
雅
号
に
か
け
て
希
望
を
激
励
し
た
と
い
う

（
七
）。

希
望
は
、
一
九
二
五（
大
正
一
四
）年
と
一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
に
集
中
し
て
宋

元
画
研
究
に
基
づ
く
作
品
を
発
表
し
て
い
た
が（
後
述
）、
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
の

《
雨
後
》（
第
八
回
帝
展
、
当
館
蔵
）
で
は
洋
画
風
の
描
写
に
加
え
、
大
和
絵
の
彩
色
を

加
え
た
作
品
へ
と
急
速
に
画
風
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
一
九
二
六（
大
正
一
五
）
年
に

帝
展
で
映
丘
の
弟
子
の
山
口
蓬
春（
一
八
九
三‒

一
九
七
一
）が《
三
熊
野
の
那
智
の
御

山
》（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）で
帝
展
特
選
、
帝
国
美
術
院
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に

皇
室
買
い
上
げ
と
な
る
ほ
ど
の
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
二
年
後
の

《
盛
秋
》
は
新
興
大
和
絵
を
評
価
す
る
帝
展
の
審
査
傾
向
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

る
こ
と
を
目
指
し
て
上
京
。
し
か
し
、
祖
父
の
死
を
契
機
に
画
家
と
な
る
こ
と
を
決
意

し
、
二
十
歳
の
時
、
初
め
尾
竹
竹
坡（
一
八
七
八‒

一
九
三
六
）
に
短
期
間
学
び（

三
）、

そ

の
後
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
川
合
玉
堂（
一
九
八
三‒

一
九
五
七
）
に
師
事
す
る
。
回
顧

展
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
当
初
は
仏
画
や
人
物
画
を
好
ん
だ
が
、
風
景
画
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
で
風
景
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
ご
く
初
期
の
仏
画
や

歴
史
画
に
つ
い
て
は
、《
親
鸞
》（
一
九
一
九
年
頃
、
個
人
蔵
）な
ど
の
小
品
が
数
点
確
認

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
風
景
画
の
前
に
仏
画
・
人
物
画
の
時
代
を

設
け
る
必
要
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。

一
九
二
一（
大
正
一
〇
）
年
、
玉
堂
に
入
門
し
て
わ
ず
か
三
年
後
の
第
三
回
帝
展
で

《
夏
の
山
》が
初
入
選
と
な
り
、
そ
の
報
を
聞
い
た
玉
堂
が「
そ
り
ゃ
う
そ
だ
ろ
う
」と

語
っ
た
と
の
逸
話
が
残
る
。
玉
堂
門
下
の
高
弟
た
ち
が
多
く
落
選
し
た
一
方
、
新
人
の

希
望
が
入
選
し
た
背
景
に
は
、
帝
展
の
審
査
傾
向
の
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
一
九（
大
正
八
）年
に
発
足
し
た
帝
展
は
、
一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）年
に
フ
ラ

ン
ス
で
毎
年
開
催
さ
れ
た
サ
ロ
ン
に
倣
っ
て
設
立
さ
れ
た
文
部
省
美
術
展
覧
会（
文

展
）の
後
身
に
あ
た
る
。
文
展
が
多
く
の
優
れ
た
作
品
を
輩
出
し
た
反
面
、
当
初
か
ら

懸
案
だ
っ
た
審
査
委
員
間
の
分
裂
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
弊
害
が
顕
著
と
な
り
、

一
九
一
四（
大
正
三
）
年
に
横
山
大
観（
一
八
六
八‒

一
九
五
八
）
や
下
村
観
山

（
一
八
七
三‒

一
九
三
〇
）ら
が
文
展
と
袂
を
分
か
ち
、
日
本
芸
術
院
を
再
興
す
る
。
革

新
派
の
彼
ら
を
失
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
閉
塞
感
の
増
し
た
文
展
に
対
し
、
一
九
一
八

（
大
正
七
）
年
に
は
土
田
麦
僊（
一
八
八
七‒

一
九
三
七
）
ら
京
都
の
若
手
が
反
旗
を
翻

し
て
国
画
創
作
協
会
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
文
展
も
改
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
帝
展
で
は
、
文
展
以
来
の
審
査
員
を
帝
国
美
術
院
会
員
と
し
、
中
堅
作
家

を
新
た
に
審
査
委
員
と
し
て
起
用
す
る
こ
と
で
刷
新
を
図
る
。
そ
の
結
果
、
玉
堂
門
下

の
高
弟
を
含
む
文
展
の
常
連
画
家
が
落
選
し
、
異
な
る
傾
向
の
作
品
が
入
選
す
る
よ
う
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分
に
及
ん
だ
と
い
う

（
一
二
）。

漢
詩
は
、
は
じ
め
漢
詩
壇
の
第
一
人
者
土
屋
竹
雨

（
一
八
八
七‒

一
九
五
八
）に
学
び
、
一
日
一
作
を
自
ら
に
課
し
詩
作
に
励
ん
だ
。
竹
雨

の
逝
去
後
は
笠
井
南
村（
一
九
一
一‒

一
九
八
二
）
に
学
び
、
塾
の
研
究
会
の
後
に
は

南
村
に
よ
る
漢
詩
の
講
義
が
行
わ
れ
た

（
一
三
）。

希
望
の
徹
底
し
た
漢
詩
研
究
は
画
壇
で
も
知

ら
れ
、
自
作
の
詩
は
美
術
雑
誌
に
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
学
習
成
果
の
一
つ
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
、
一
九
三
一（
昭
和
六
）
年

の《
飛
泉
淙
々
》（
第
一
二
回
帝
展
、
当
館
蔵
）で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
色
没
骨
に
よ
る

彩
色
と
ソ
フ
ト
な
斧
劈
皴
に
よ
る
線
描
表
現
が
調
和
し
た
風
景
画
の
出
現
で
あ
っ
た
。

ま
た
、《
飛
泉
淙
々
》
に
先
立
つ《
瓦
礫
集
》（
第
三
回
戊
辰
会
展
）、
一
九
三
三（
昭
和

八
）
年
の《
游
心
帖
》（
第
五
回
戊
辰
会
展
）
は
絵
に
漢
詩
の
賛
を
添
え
た
小
品
集
で
、

文
学
性
を
加
味
し
た
新
た
な
希
望
芸
術
を
展
開
し
て
い
る
。
他
に
も
、
一
九
四
三（
昭

和
一
八
）
年
の《
溪
谷
の
秋
》（
第
7
回
児
玉
画
塾
展
、
当
館
蔵
）
で
は
、
玉
堂
の
情
趣

を
湛
え
つ
つ
、
池
大
雅
や
与
謝
蕪
村
を
思
わ
せ
る
筆
致
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

希
望
が
漢
詩
を
学
ん
だ
の
は
、
文
人
画
の
理
想
と
し
て
の
詩
書
画
一
致
を
目
指
し
た

も
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
姿
勢
は
徹
底
し
て
い
る
。
希
望
が
、
明
治
期
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・

フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
文
人
画
で
は
な
く
、
ま
た
明
治
末
に
表
現
主
義
と

し
て
再
評
価
さ
れ
た
新
南
画
で
も
な
く
、
漢
籍
を
通
じ
て
そ
の
精
神
か
ら
学
ぼ
う
と
す

る
姿
勢
は
稀
有
な
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
頃
の
希
望
は
、
帝
展
で
二
度
の
特
選
を
受
賞
し
、
若
く
し
て
審
査
員
に
も
な
っ

た
頃
で
あ
り
、
画
壇
で
の
評
価
を
確
か
に
し
た
こ
と
が
新
た
な
、
か
つ
根
源
的
な
学
び

に
向
か
わ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
人
物
画
の
時
代
―
一
九
三
九（
昭
和
一
四
）〜
一
九
四
二（
昭
和
一
七
）頃

風
景
画
と
花
鳥
画
に
よ
っ
て
帝
展
で
認
め
ら
れ
た
希
望
は
、
一
九
三
九（
昭
和

②
花
鳥
画
の
時
代
―
一
九
一
八（
大
正
七
）〜
一
九
四
三（
昭
和
一
八
）頃

希
望
は
一
九
三
一（
昭
和
六
）
年
の《
金
風
》（
東
京
会
秋
季
展
）
の
頃
以
降
、
風
景

の
一
景
物
と
し
て
で
は
な
く
、
次
第
に
鳥
自
体
を
主
と
し
て
描
く
花
鳥
画
へ
と
主
題
を

変
え
て
い
る
。
な
か
で
も
、
伊
東
深
水（
一
八
九
八‒

一
九
七
二
）、
山
口
蓬
春
ら
が

結
成
し
た
青
々
会
に
参
加
し
、
一
九
三
四（
昭
和
九
）
年
の
第
三
回
青
々
会
展
に
出
品

し
た《
波
濤
群
鶴
》（
個
人
蔵
）
は
、「
花
鳥
画
家
・
児
玉
希
望
」
の
狼
煙
を
あ
げ
る
に
十

分
な
意
欲
作
で
あ
っ
た
。
以
降
、
希
望
は
帝
展
、
新
文
展
、
戊
辰
会
展
に
お
い
て
、
十

年
弱
に
わ
た
っ
て
花
鳥
画
の
大
作
を
発
表
す
る
。

こ
の
頃
の
日
本
画
界
で
は
、
花
鳥
画
の
大
流
行
が
あ
っ
た
。
帝
展
で
は
、
鳥
を
描
い

た
作
品
が
全
出
品
作
の
三
分
の
一
を
占
め
、「『
鳥
オ
ン
パ
レ
ー
ド
』
の
状
態（

八
）」

と
言
わ

れ
た
。
市
井
展
に
お
い
て
は
さ
ら
に
顕
著
で
、「
鑑
賞
界
は
今
や
花
鳥
画
の
黄
金
時
代

（
中
略
）『
花
鳥
画
に
非
ざ
れ
ば
絵
画
に
非
ら
ず
』の
感（

九
）」と

い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
戦
時
下
に
お
い
て
は
、
軍
需
イ
ン
フ
レ
の
進
行
に
よ
り
、
新
作
の
日
本
画

は
投
機
対
象
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
た
の
も
花
鳥
画
で
あ
っ
た

（
一
〇
）。

こ
の
よ
う

な
空
前
の
花
鳥
画
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
希
望
も
若
手
人
気
画
家
と
し
て
帝
展
や
多
く
の

市
井
展
に
出
品
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
希
望
が
若
手
画
家
か
ら
中
堅
画
家
と
し
て

地
歩
を
固
め
る
ま
で
の
①
や
②
の
時
期
に
お
い
て
は
、
主
題
選
択
や
表
現
方
法
に
時
代

の
流
行
を
意
識
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

③
南
画
の
時
代
―
一
九
三
一（
昭
和
六
）〜
一
九
四
三（
昭
和
一
八
）頃

希
望
は
昭
和
初
期
か
ら
南
画
に
興
味
を
抱
き
、
そ
の
精
神
的
な
根
源
を
学
ぶ
た
め
、

漢
学
者
の
石
田
東
陵（
一
八
六
五‒

一
九
三
四
）
に
師
事
し
て
漢
籍
を
学
ん
だ

（
一
一
）。

集
め

た
漢
籍
の
量
は
凄
ま
じ
く
、
谷
中
か
ら
本
郷
に
引
っ
越
し
た
際
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
五
台
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館
蔵
）、
翌
年
は《
花
下
吟
詠
》（
日
本
画
家
報
国
会
軍
用
機
献
納
作
品
展
、
東
京
国
立

近
代
美
術
館
蔵
）、《
菊
池
武
光
》（
長
流
画
塾
第
六
回
皇
軍
慰
問
献
画
展
）な
ど
、
忠
君

で
知
ら
れ
る
武
士
等
が
描
か
れ
た
。

国
の
象
徴
と
し
て
の
富
士
、
勇
猛
さ
を
表
す
鷲
、
忠
君
愛
国
の
模
範
と
し
て
の
歴
史

人
物
―
希
望
に
限
ら
ず
、
戦
時
中
に
多
く
の
日
本
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
こ
れ
ら
の

主
題
は
、
国
威
発
揚
、
彩
管
報
国
を
謳
う
時
代
の
空
気
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑥
風
景
画
の
時
代（
戦
後
）―
一
九
四
六（
昭
和
二
一
）〜
一
九
五
六（
昭
和
三
一
）頃

敗
戦
に
よ
る
混
乱
と
、
欧
米
文
化
の
急
速
な
流
入
に
よ
り
、
日
本
の
文
化
全
体
が
問

い
直
さ
れ
る
中
、
一
九
四
六（
昭
和
二
一
）
年
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
桑
原
武
夫

（
一
九
〇
四‒

一
九
八
八
）
が
発
表
し
た「
第
二
芸
術　

現
代
俳
句
に
つ
い
て
」
を
機
に

伝
統
文
化
へ
の
批
判
が
起
こ
る
。
そ
の
批
判
は
日
本
画
に
も
及
び
、
日
本
画
は
戦
前
の

国
粋
主
義
的
な
芸
術
の
代
表
と
し
て
、
大
衆
の
現
実
生
活
や
時
代
感
情
と
乖
離
が
厳
し

い
と
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
画
壇
の
封
建
的
体
質
に
対
し
て
も
、
民
主
化
と
近
代
化

（
現
代
化
）が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
西
洋
の
新
し
い
美
術
思
潮
も
一
気
に
流
入
し
た
こ
と
で
、
油
彩
画
と
比
し
て

日
本
画
の
マ
チ
エ
ー
ル
の
弱
さ
や
ヴ
ァ
ル
ー
ル（
色
価
）（
色
彩
の
も
つ
階
調
）意
識
の

低
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
画
壇
の
あ
り
方
を
始
め
、
何
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の

か
、
主
題
と
表
現
の
双
方
に
お
い
て
も
、
日
本
画
は
根
底
か
ら
変
革
を
迫
ら
れ
た
時
期

に
あ
た
る
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
創
造
美
術
は
反
官
展
を
掲
げ
て
伝
統
と
西
洋
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
融

合
を
目
指
し
、
戦
前
の
歴
程
美
術
協
会
の
流
れ
を
汲
む
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
は
よ
り

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
抽
象
表
現
を
基
軸
に
前
衛
主
義
を
図
っ
た
。

一
四
）
年
に
一
転
し
て
歴
史
人
物
画《
荊
軻
》（
第
一
〇
回
戊
辰
会
展
、
当
館
蔵
）
を
発

表
。
さ
ら
に
翌
年
か
ら
は
浮
世
絵
風
の
美
人
画
を
次
々
と
手
掛
け
る
。
こ
の
大
き
な
転

向
は
画
壇
に
驚
き
を
も
た
ら
し
た
と
と
も
に
、
そ
の
精
度
の
高
さ
か
ら
希
望
の
も
つ
探

究
心
の
深
さ
、
画
技
の
卓
越
性
を
知
ら
し
め
た
。
こ
の
時
期
に
希
望
が
人
物
画
を
描
い

た
背
景
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
お
い
て
検
討
す
る
。

⑤「
戦
争
画
」の
時
代
―
一
九
三
九（
昭
和
一
四
）〜
一
九
四
二（
昭
和
一
七
）頃

戦
時
下
に
お
い
て
希
望
は
、
主
題
と
し
て「
鷲
・
富
士
・
歴
史
人
物
」
を
多
く
手
掛

け
た
が
、
そ
こ
に
も
時
代
と
の
相
関
が
読
み
取
れ
る
。

花
鳥
画
の
中
で
も
、
一
九
三
四（
昭
和
九
）年
に
、「
こ
の
頃
よ
り
日
本
は
海
外
発
展

の
機
運
の
朝
野
に
漲
っ
て
居
た
時
で　

大
空
に
羽
搏
く
鷲
の
雄
姿
に
も　

幾
分
そ
ん
な

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
求
め
た

（
一
四
）」作
品
と
し
て
、
帝
展
に
発
表
し
た《
黎
明
》（
当
館
蔵
）

以
来
、
戦
時
中
に
は
、「
希
望
と
い
え
ば
鷲
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
勇
猛
な
鷲
の
絵
を
多
く

手
掛
け
た
。

一
九
三
九（
昭
和
一
四
）
年
一
一
月
に
は
、「
富
嶽
十
題
展
」（
東
京
、
日
本
橋
三
越
）

を
開
催
し
、
そ
れ
ま
で
依
頼
を
受
け
て
も
手
が
け
な
か
っ
た
富
士
の
絵
を
、
一
挙
に
十

点
発
表
し
た
。
時
候
に
よ
り
変
化
す
る
富
士
を
写
実
的
に
捉
え
た
意
欲
作
だ
が
、「
皇

紀
二
千
六
百
年
の
国
民
史
的
エ
ポ
ッ
ク
に
当
つ
て
」、「
今
、
東
亜
新
秩
序
建
設
の
興
隆

日
本
に
由
縁
も
深
い
明
治
節
の
前
後
、（
中
略
）本
邦
民
族
史
と
共
に
或
る
意
味
で
本
邦

富
士
山
画
史
の
総
決
算
で
あ
つ
た
と
い
へ
る
」（
豊
田
豊「
児
玉
希
望
氏
富
嶽
十
題
展
」

『
塔
影
』第
一
五
巻
第
一
二
号
、
一
九
三
九
年
一
二
月
）と
、
時
代
風
潮
に
即
し
て
評
価

す
る
言
も
み
ら
れ
た
。

歴
史
人
物
画
で
は
、
一
九
四
一（
昭
和
一
六
）
年
三
月
に《
忠
貞
双
絶
》（
第
五
回
児

玉
画
塾
展
、
当
館
蔵
）、
一
一
月
に《
湊
川
》（
第
四
回
新
文
展
、
佐
久
市
立
近
代
美
術
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こ
の
時
代
に
希
望
は
、
組
織
改
編
さ
れ
た
日
本
美
術
展
覧
会（
日
展
）
と
伊
東
深
水

ら
と
結
成
し
た
日
月
社
を
活
動
の
場
と
し
て
、
主
題
、
色
彩
、
筆
致
に
お
い
て
、
近
代

西
洋
絵
画
と
の
融
合
を
図
る
。
主
題
に
お
い
て
は
、《
大
川
端
》（
一
九
四
八
年
頃
、
当

館
蔵
）が
同
時
代
人
物
の
日
常
生
活
を
描
い
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
日
本
画
滅

亡
論
に
お
い
て
批
判
さ
れ
た
、「
生
活
感
情
を
描
か
な
い
」こ
と
へ
の
反
応
と
解
す
る
こ

と
が
出
来
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
見
せ
て
お
ら
ず
、
風
景
画
と
静
物
画
が
主
と
な
る
。

風
景
画
で
は
、
奥
日
光
・
龍
頭
の
滝
を
描
い
た《
烟
雨
》（
一
九
五
四
年
、
第
一
〇
回

日
展
、
当
館
蔵
）
の
よ
う
に
、
実
在
す
る
場
所
を
横
長
の
画
面
に
描
き
、
彩
色
で
は
、

画
業
初
期
か
ら
の
没
骨
に
よ
る
彩
色
を
さ
ら
に
色
数
豊
か
に
、
ヴ
ァ
ル
ー
ル
を
意
識
し

た
現
実
感
あ
る
空
間
表
現
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
典
型
が
、
小
諸
城
を
描
い
た

《
う
す
陽
さ
す
春
の
古
城
》（
一
九
五
六
年
、
第
七
回
日
展
、
日
本
芸
術
院
蔵
）で
、
徹
底

的
に
輪
郭
線
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
筆
遣
い
に
、
明
確
な
目
的
意
識
が
見
い
出
せ
る
。

西
洋
近
代
絵
画
と
の
融
合
を
図
る
日
本
画
の
方
向
性
は
、
希
望
だ
け
で
な
く
他
の
画

家
に
も
見
ら
れ
、
や
が
て
戦
後
日
本
画
、
時
に
日
展
日
本
画
の
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
と

な
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
戦
前
よ
り
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス（
一
八
六
九‒

一
九
五
四
）

や
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル（
一
八
六
七‒

一
九
四
七
）
に
関
心
を
抱
き
、
ま
た
写
生
を

油
絵
具
で
行
っ
て
い
た
希
望
は
、
日
本
画
と
洋
画
の
双
方
の
利
点
に
自
覚
的
で
あ
り
、

「
日
本
画
と
か
洋
画
と
か
い
う
区
別
も
名
称
も
無
く
し
て
、
唯
日
本
絵
画
と
い
う
も
の

に
し
た
い
」と
い
い
、「
東
洋
画
と
い
う
古
典
の
糟
を
嘗
め
な
い
、
同
時
に
又
西
洋
の
猿

真
似
を
し
な
い
、
そ
し
て
世
界
の
ど
こ
に
も
無
い
、
清
新
溌
剌
な
、
し
か
も
独
自
な
日

本
絵
画
を
作

（
一
五
）」る

こ
と
を
目
指
し
た
。

⑦
静
物
画
の
時
代
―
昭
和
二
〇
年
代
後
半
〜
晩
年

戦
後
に
新
た
に
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
主
題
と
し
て
、
静
物
画
が
あ
る
。
中
で
も

花
を
描
い
た
作
品
が
多
く
、
戦
前
の
花
鳥
画
は
継
続
し
な
が
ら
も
、
卓
上
の
花
瓶
に
活

け
ら
れ
た
花
を
描
く
静
物
画
が
登
場
す
る

（
一
六
）。

戦
前
の
花
鳥
画
と
同
様
に
、
デ
パ
ー
ト
展

へ
の
出
品
が
多
く
、
花
が
一
般
に
好
ま
れ
た
画
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
静
物
画
と
い
う

ス
タ
イ
ル
の
選
択
、
彩
色
・
描
法
に
は
、
西
洋
近
代
絵
画
と
の
融
合
を
図
る
こ
の
時
代

の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
戦
後
の
花
鳥
画
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
戦
前
に
描
か
れ
た《
春
宵
》

（
一
九
四
一
年
、
児
玉
希
望
画
伯
新
作
展
観
／
図
一
）
と
、《
月
下
宿
鳥
》（
革
新
会
、

一
九
四
八
年
／
図
二
）の
よ
う
に
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
見
る
限
り
で
は
あ
る
が
、
類
似

の
主
題
を
描
法
を
変
え
て
描
い
た
例
が
あ
り
、
希
望
に
よ
る
技
法
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の

過
程
が
う
か
が
え
る
。

⑧
水
墨
・
金
碧
障
壁
画
・
折
衷
の
時
代
―
一
九
五
七（
昭
和
三
二
）
〜
一
九
五
八（
昭

和
三
三
）

希
望
は
欧
州
で
古
典
か
ら
現
在
ま
で
の
西
洋
美
術
を
観
覧
し
、
日
本
の
伝
統
絵
画
が

国
際
的
に
ど
の
よ
う
な
評
価
を
得
ら
れ
る
か
を
試
す
こ
と
、
西
洋
美
術
を
本
場
で
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
戦
後
の
日
本
画
が
進
む
べ
き
道
を
見
定
め
る
た
め
、
五
九
歳
に
し
て
渡

欧
し
、
一
九
五
七（
昭
和
三
二
）
年
か
ら
約
一
年
間
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
過
ご
し
た
。

図一　児玉希望《春宵》1941年
（『児玉希望画伯新作展観』図録より）

図二　児玉希望《月下宿鳥》1948年
（『自由美術』3（10）、1948年8月より）
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戦
後
で
は
、
日
本
画
家
と
し
て
非
常
に
早
い
時
期
の
こ
の
渡
欧
に
つ
い
て
は
第
五
章
で

論
じ
た
い
。

⑨
水
墨
・
抽
象
の
時
代
―
一
九
五
九（
昭
和
三
四
）〜
一
九
六
四（
昭
和
三
九
）頃

イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
で
水
墨
画
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
水
墨
画
の
現

代
化
を
試
み
た
時
代
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
水
墨
画
再
評
価
の
意
味
に
つ
い
て
は
第
六

章
で
詳
述
す
る
。

抽
象
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
は
、「
日
本
画
の
抽

象
」が
話
題
に
な
っ
た
時
期
だ
っ
た
。

一
九
五
九（
昭
和
三
四
）
年
に
、
希
望
は
日
展
で
の
抽
象
画
初
出
品
と
な
る《
道
》

（
当
館
蔵
）を
発
表
。
同
じ
年
に
堂
本
印
象（
一
八
九
一‒

一
九
七
五
）が《
知
覚
》、
杉

山
寧（
一
九
〇
九‒

一
九
九
三
）が《
仮
象
》と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抽
象
画
を
発
表
し
た
。

世
界
的
に
抽
象
画
旋
風
が
吹
き
荒
れ
た
一
九
五
〇
年
代
、
日
本
画
で
は
戦
前
の
歴
程

美
術
協
会
の
流
れ
を
汲
む
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会（
一
九
四
九
年
結
成
）
が
実
験
的
・

抽
象
的
な
試
み
を
行
い
、
一
九
五
九（
昭
和
三
四
）
年
結
成
の
ケ
ラ
美
術
協
会
が
よ
り

先
鋭
的
な
創
作
活
動
を
展
開
し
た
。

そ
の
よ
う
な
動
向
に
対
し
、
日
展
に
お
い
て
は
、
洋
画
部
で
さ
え
そ
れ
ま
で
抽
象
画

の
出
品
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
け
に
、
日
展
日
本
画
部
の
巨
匠
た
ち
に
よ
る
抽
象
画

発
表
は
話
題
と
な
っ
た
。

希
望
よ
り
七
歳
年
上
の
堂
本
印
象
は
、
一
九
五
二（
昭
和
二
七
）
年
に
渡
欧
し
、
帰

国
後
は
自
身
が「
新
造
形
」
と
名
付
け
た
抽
象
表
現
へ
と
進
む
。
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の

影
響
を
示
し
な
が
ら
、
日
本
画
特
有
の
素
材
や
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
独
自
の
抽
象
表
現

に
よ
っ
て
海
外
で
高
い
評
価
を
受
け
た
。

希
望
よ
り
十
一
歳
年
下
の
杉
山
寧
は
、
も
と
も
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
志
向
の
画
家
で
あ

り
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
具
体
物
の
細
部
を
省
略
し
、
よ
り
概
念
的
・
象
徴
的
な

次
元
を
目
指
し
た
抽
象
作
品
を
描
い
た
。

こ
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
抽
象
の
方
向
を
提
示
し
た
こ
と
は
、
日
展
に
新
風

を
吹
き
込
み
、
そ
の
可
能
性
を
広
げ
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う

（
一
七
）。

希
望
は《
道
》
以
後
、《
山
》（
一
九
六
〇
年
、
第
三
回
新
日
展
、
当
館
蔵
）、《
踊
》

（
一
九
六
二
年
、
第
五
回
新
日
展
、
当
館
蔵
）、《
涅
槃
》（
一
九
六
三
年
、
第
六
回
新
日

展
、
当
館
蔵
）、《
瀾
》（
一
九
六
四
年
、
第
七
回
新
日
展
、
当
館
蔵
）と
、
計
五
作
品
を

新
日
展
に
出
品
し
て
い
る
。

渡
欧
以
前
か
ら
、
西
洋
の
自
然
主
義
的
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
た

希
望
に
と
っ
て
、
抽
象
画
へ
の
挑
戦
も
ま
た
、
西
洋
に
お
い
て
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
希
望
は
宋
元
画
の
皴
の
中
に
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
的
な
表
現
が
あ
る
と
い

い
、「
東
洋
の
古
人
の
も
の
に
、
非
常
に
優
れ
た
抽
象
が
あ
る
。
そ
こ
を
も
っ
と
掘
り

下
げ
て
、
現
代
人
の
息
吹
を
吹
き
込
め
ば
、
立
派
な
抽
象
絵
画
が
生
ま
れ
る
で
せ
う

（
一
八
）」

と「
日
本
的
抽
象
絵
画
」
の
方
向
を
目
指
し
た
。
広
く
古
典
を
学
ん
だ
希
望
な
ら
で
は

の
抽
象
画
論
と
し
て
興
味
深
い
。

⑩
仏
画
の
時
代
―
一
九
六
六（
昭
和
四
一
）〜
一
九
六
九（
昭
和
四
四
）頃

晩
年
の
希
望
は
、
新
た
に
仏
画
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
創
作
に
入
る
。
画
業
の
最
初
期

の《
中
将
姫
》（
一
九
一
九
年
、
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
蔵
）頃
以
来
と
な
る
仏
画

制
作
は
、
画
壇
の
動
向
を
受
け
て
と
い
う
よ
り
は
、
老
境
を
迎
え
た
画
家
の
心
境
の
反

映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
抽
象
か
ら
具
象
へ
と
回
帰
し
た
と
い
う
点
で
新

た
な
転
機
の
訪
れ
と
い
え
る
。

一
九
六
三（
昭
和
三
八
）
年
の《
涅
槃
》、
翌
年
の《
瀾
》
は
彩
色
に
よ
る
抽
象
表
現

で
あ
る
と
と
も
に
、
永
井
明
生
氏
が《
瀾
》の
制
作
過
程
の
ス
ケ
ッ
チ
の
中
に
、
不
動
や
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の
闘
い
で
あ
っ
た
。
が
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
日
本
民
族
自
立
の
過
程
で
も
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
い
う
な
ら
ば
戦
後
二
十
年
間
に
辿
っ
た
こ
の
作
家
の

歩
み
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
戦
後
史
と
い
え
る
」

（
菊
地
芳
一
郎「
児
玉
希
望
」『
戦
後
美
術
史
の
名
作　

日
本
画
篇
』時
の
美
術
社
、

一
九
六
七
年
）

つ
ま
り
、
希
望
は
単
に
画
壇
の
内
部
で
の
問
題
意
識
だ
け
で
な
く
、
自
身
が
生
き
た

時
代
そ
の
も
の
の
思
潮
を
見
据
え
た
画
家
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
画
業
の
変
遷
に

は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
時
代
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
浅
野
家
旧
蔵
作
品
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
絵
画
の
影
響

希
望
は
冒
頭
に
引
用
し
た
文
章
の
中
で
、「
元
来
私
は
、
最
初
玉
堂
先
生
に
入
門
当

時
、
北
宋
画
の
筆
意
に
深
く
憧
憬
を
持
ち
、
先
生
に
水
墨
画
の
技
法
を
学
ん
だ
の
が
始

め
で
あ
り
ま
す
。
北
宋
水
墨
は
、
爾
来
今
日
迄
継
続
し
て
描
き
乍
ら
」と
語
っ
て
い
る

通
り
、
宋
元
画
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

の
児
玉
希
望
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
希
望
の
画
業
に
お

け
る
宋
元
画
、
特
に
広
島
藩
主
・
浅
野
家
が
所
蔵
し
た
宋
元
画
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て

指
摘
し
た
。

希
望
の
初
期
風
景
画
は
、
師
に
学
ん
だ
自
然
観
察
に
、
本
郷
洋
画
研
究
所
で
学
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
洋
画
に
通
じ
る
色
没
骨
に
よ
る
彩
色
が
特
徴
的
だ
っ
た
が
、
大
正
時
代
末

頃
か
ら
、
中
国
の
宋
時
代
、
元
時
代
の
作
風
に
学
ん
だ
作
品
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
希
望
は
、
そ
の
徹
底
し
た
自
然
観
察
に
よ
る
細
密
描
写
、
洗
練
さ
れ
た
叙
情
性
を

学
ぶ
た
め
、
古
画
の
模
写
を
繰
り
返
し
た
。

観
音
の
姿
が
あ
っ
た
こ
と
を
発
見
し
て
お
り

（
一
九
）、《

瀾
》も
形
を
変
え
た
仏
画
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
。
つ
ま
り
、《
涅
槃
》
か
ら
最
後
の
日
展
出
品
作
と
な
っ
た《
降
魔
》
に
至
る

ま
で
、
亡
く
な
る
ま
で
の
九
年
間
の
日
展
出
品
作
は
全
て
仏
画
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
六（
昭
和
四
一
）
年
の《
不
動
》（
第
九
回
日
展
）
は
、
歳
七
十
を
前
に
、「
好

き
な
絵
を
描
い
て
冥
土
へ
旅
立
と
う
と

（
二
〇
）」

決
意
し
、
高
野
山
明
王
院
に
参
籠
し
て《
赤

不
動
》（
国
指
定
重
要
文
化
財
）を
模
写
し
、
加
え
て
園
城
寺
や
青
蓮
院
、
醍
醐
寺
の
不

動
明
王
像
な
ど
も
参
考
に
し
た
と
い
う
。《
降
魔
》の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
約
一
ヶ
月

間
イ
ン
ド
に
旅
行
し
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
院
な
ど
を
取
材
し
て
画
想
を
練
っ
た
。

仏
画
完
成
ま
で
に
三
年
を
要
し
た
一
九
六
六（
昭
和
四
一
）
年
の
不
忍
池
弁
天
堂
の

天
井
画
制
作（
口
絵
一
）
に
お
い
て
、
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
龍
の
古
典
を
幅
広
く
調

査
し
、
自
ら
の
信
心
と
創
意
に
よ
っ
て
描
い
た
経
験
が
、
仏
画
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
深

め
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

希
望
は
、
仏
画
制
作
に
お
い
て
も
、
徹
底
的
に
古
典
に
向
き
あ
い
、
そ
の
現
代
化
を

図
る
と
と
も
に
、
墨
と
金
泥
を
使
っ
た
表
現
自
体
を
伝
承
す
る
と
い
う
意
図（

二
一
）を

持
っ
て

い
た
。

以
上
、
希
望
の
五
〇
年
の
画
業
を
時
代
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
振
り
返
る
と
、
希
望
が

時
に
時
代
に
即
し
つ
つ
、
個
人
的
な
問
題
意
識
や
画
壇
全
体
の
課
題
に
対
し
向
き
合
っ

た
結
果
と
し
て
、
様
々
な
画
風
が
展
開
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

希
望
の
画
業
と
時
代
と
の
リ
ン
ク
に
つ
い
て
、
美
術
評
論
家
の
菊
地
芳
一
郎
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

「
作
家
の
意
思
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
方
日
本
画
の
改
変
を
要
求
し
な
が
ら
、
一

方
自
己
に
向
か
っ
て
は
、
世
界
性
に
立
つ
日
本
民
俗
芸
術
の
創
造
を
己
に
課
し
て
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意
味
を
も
っ
た
モ
チ
ー
フ
と
考
え
ら
れ
る
。
希
望
は『
浅
野
侯
爵
家
宝
絵
譜
』
を
所
持

し
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

（
二
七
）、

本
図
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

他
に
も
、《
桃
花
小
禽
図（
暖
日
）》（
一
九
二
五
年
、
第
九
回
下
萌
会
展
）
に
は
、
伝

宋
汝
志《
雛
雀
図
》（
南
宋
時
代
、
東
京
国
立
博
物
館
）に
あ
る
雀
と
同
様
の
形
、
姿
の

雀
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、《
晩
春
》（
一
九
二
五
年
、
第
六
回
帝
展
、
当
館
蔵
）や

《
暮
春（
春
）》
と
い
っ
た
風
景
画
の
大
作
に
も
、
伝
王
淵《
花
鳥
図
》（
個
人
蔵
）
や
伝

馬
麟《
梅
花
小
禽
図
》（
五
島
美
術
館
蔵
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）の
鳥
と
の
関
連
を
う

か
が
え
よ
う
。

絶
筆
に
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
通
り
、
希
望
の
画
業
全
体
を
見
た
と
き
、
初

期
か
ら
晩
年
ま
で
通
底
し
て
い
る
の
は
宋
元
画
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
主
張

し
た
い
。
ま
た
、
水
墨
画
に
お
い
て
は
、
玉
堂
を
経
由
し
た
宋
元
画
学
習
の
跡
も
見
て

取
れ
る
。

な
お
、
浅
野
家
旧
蔵
作
品
以
外
の
中
国
絵
画
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
隅
川
明
宏

「
児
玉
希
望《
浅
春
》
に
み
る
中
国
絵
画
理
解
」（『
近
代
日
本
画
の
真
髄　

児
玉
希
望  

千
変
万
化
、
驚
異
の
筆
力
展
』図
録
、
二
〇
二
四
年
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
三
章
　
歴
史
人
物
画
作
成
の
背
景

一
九
三
九（
昭
和
一
四
）年
の
第
十
回
戊
辰
会
展
に
発
表
さ
れ
た《
荊
軻
》（
当
館
蔵
）

は
、
希
望
の
初
の
歴
史
人
物
画
と
し
て
希
望
の
代
表
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
風
景
画
で
世
に
出
て
、
花
鳥
画
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
希
望
に
よ
る
画
題
の

転
向
が
な
ぜ
起
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

燕
の
太
子
丹
の
依
頼
で
秦
王
政（
始
皇
帝
）
を
暗
殺
し
よ
う
と
す
る
荊
軻
と
そ
れ
を

迎
え
撃
つ
始
皇
帝
を
描
い
た
同
作
は
、「
行
く
所
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
な
き
こ
の
作
家

希
望
が
最
も
心
動
か
さ
れ
た

（
二
二
）と

語
る
伝
趙
昌《
林
檎
花
図
》（
南
宋
時
代
、
畠
山
記
念

館
蔵
、
国
宝
）は
、
広
島
藩
浅
野
家
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
。
浅
野
家
の
宋
元
画
は
質
量

と
も
に
大
名
家
屈
指
と
さ
れ
、
特
に
一
九
一
七（
大
正
六
）年『
浅
野
侯
爵
家
宝
絵
譜
』

（
芸
海
社
）の
発
行
を
期
に
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
浅
野
家
は
一
九
二
五（
大
正
一
四
）
年
一
一
月
二
一
日
前
後
に
東
京
都
本
郷

の
自
邸
で
中
国
絵
画
展
を
開
催
。
横
山
大
観（
一
八
六
八‒

一
九
五
八
）
や
安
田
靫
彦

（
一
八
八
四‒

一
九
七
八
）の
ほ
か
に
、
希
望
の
師
で
あ
る
川
合
玉
堂
を
含
む
日
本
画
家

や
美
術
史
家
が
招
待
さ
れ
、
美
術
史
家
の
瀧
精
一（
一
八
七
三‒

一
九
四
五
）
が
選
定

し
た
徽
宗
款《
水
仙
鶉
図
》（
個
人
蔵
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）な
ど
が
招
待
者
に
公
開

さ
れ
た

（
二
三
）。

こ
の
公
開
の
影
響
は
大
き
く
、
同
展
と
の
関
連
で
美
術
展
に「
鶉
図
」
の
出
品
が
増

え
た
こ
と
が
当
時
の
年
鑑
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
二
四
）。
こ
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
た
約
一
年
後

の
帝
展
に《
林
檎
花
》（
第
一
〇
回
帝
展
、
当
館
蔵
）が
出
品
さ
れ
、
本
図
作
成
の
た
め

の
写
生
を
五
月

（
二
五
）に

長
野
県
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
時
期
的
に
実
際
に
作
品

を
実
見
し
た
、
あ
る
い
は
し
て
い
な
く
と
も
本
展
の
開
催
に
触
発
さ
れ
た
と
考
え
る
こ

と
は
自
然
だ
ろ
う
。

希
望
の
作
品
に
は
、
他
に
も
浅
野
家
旧
蔵
品
と
の
関
係
を
推
察
で
き
る
も
の
が
多

い
。
二
度
目
の
帝
展
特
選
受
賞
作《
暮
春
》（
一
九
三
〇
年
、
第
一
一
回
帝
展
、
当
館

蔵
）に
描
か
れ
た
二
羽
の
土
鳩
は
、
牧
谿
《
枯
木
鳩
図（
松
鳩
図
）》（
元
時
代
、
野
村
美

術
館
蔵
）と
で
は
、
手
前
側
に
首
を
縮
め
、
奥
に
首
を
伸
ば
し
て
い
る
姿
の
組
み
合
わ

せ
が
類
似
し
て
い
る

（
二
六
）。

こ
の
二
羽
の
鳩
の
形
は
、《
暮
春（
春
）》（
一
九
三
二
年
、
第
四

回
戊
辰
会
展
、
ふ
く
や
ま
美
術
館
蔵
）
や《
春
秋
山
鳩
鶉
図
》（
一
九
五
五
年
前
後
、

ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
）等
か
ら
絶
筆《
百
花
百
鳥
図
》（
一
九
七
一
年
、
小
津
和
紙
蔵
／

口
絵
二
）に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
希
望
に
と
っ
て
特
別
な
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の
才
能
と
、
普
段
の
探
究
の
成
果
を
感
じ
る
。
殊
に
深
い
教
養
と
イ
デ
ー
の
高
さ
を
要
求

さ
れ
る
史
的
モ
チ
ー
フ
征
服
の
意
欲
に
敬
意
を
掃
ふ

（
二
八
）」と

批
評
家
を
大
い
に
驚
か
せ
つ
つ
、

「
氏
は
こ
れ
に
よ
つ
て
画
期
的
な
画
事
を
き
り
ひ
ら
ひ
た
の
で
あ
る

（
二
九
）」と

称
賛
さ
れ
た
。

文
人
画
を
描
く
た
め
に
漢
籍
の
学
習
を
徹
底
す
る
希
望
は
、
歴
史
人
物
画
を
描
く
た

め
に
も
入
念
な
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
時
代
考
証
を
学
ぶ
た
め
、
東
京
帝
国
大
学
教
授

で
、
の
ち
に
日
本
近
代
東
洋
考
古
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
原
田
淑
人（
一
八
八
五‒

一
九
七
四
）に
数
年
に
わ
た
っ
て
師
事
し
た
。

本
作
に
つ
い
て
の
同
時
代
の
批
評
で
あ
る
三
輪
鄰「
希
望
と「
荊
軻
」」（『
塔
影
』第

一
五
巻
第
五
号
、
一
九
三
九
年
五
月
）は
、
楽
浪
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
文
物
が
参
照
さ

れ
た

（
三
〇
）こ

と
、
構
図
で
は
、《
武
氏
祠
画
像
石
》と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
武
氏
祠
画
像
石

は
、
中
国
・
後
漢
末
の
地
方
豪
族
武
氏
一
族
を
ま
つ
っ
た
石
祠
群
に
彫
ら
れ
た
絵
で
、

漢
代
の
絵
画
・
風
俗
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
。《
武
氏
祠
画
像
石
拓
本
》の

荊
軻
に
よ
る
暗
殺
未
遂
部
分
を
見
る
と
、
荊
軻
と
秦
王
の
配
置
は
逆
で
、
荊
軻
の
体
勢

も
異
な
っ
て
い
る
が
、
柱
を
挟
ん
で
両
者
が
向
か
い
合
う
構
図
や
、
玉
璧
を
振
り
か
ざ

す
秦
王
の
姿
、
両
者
の
間
に
置
か
れ
た
箱
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
共
通
点
が
見
ら
れ
、
希

望
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る（
図
三
）。

希
望
だ
け
で
な
く
、
楽
浪
遺
跡
発
掘
を
含
め
た
中
国
に
対
す
る
考
古
学
的
関
心
、
そ

れ
に
基
づ
く
歴
史
画
の
制
作
は
、
時
代
考
証
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
条
件

が
整
っ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
や
は
り
中
国
の
歴
史
人
物
は
時
代
考
証
が
困
難
と
の
理
由
に
よ
り
、
希
望

は
テ
ー
マ
を
日
本
の
歴
史
に
変
え
る
。
そ
の
際
に
頼
り
と
し
た
の
が
日
本
画
家
・
風
俗

史
研
究
家
と
し
て
、
数
多
く
の
絵
画
や
風
俗
資
料
を
収
集
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
吉
川

観
方（
一
八
九
四‒

一
九
七
九
）
だ
っ
た
。
観
方
は
、
一
九
二
九（
昭
和
二
）年
に
故
実

研
究
会
を
創
立
し
、
京
都
画
壇
の
画
家
を
中
心
に
多
く
が
そ
こ
で
学
ん
だ
。
希
望
も

中国・武氏祠画像石拓本

の始皇帝暗殺未遂部分

《荊軻》に描かれた小道具に

よく似た文物

出典／朝鮮総督府古蹟調査委員会編

『古蹟調査特別報告』朝鮮総督府、

1925 年

出典／大橋章監修

『石に刻まれた漢代の世界』図録、

早稲田大学會津八一記念館、2005 年

図三　《荊軻》の図像分析
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れ
ら
れ
て
い
る
事
が
注
目
さ
れ
る
が
、
我
々
と
見
方
を
違
に
し
て
る
外
人
の
事
だ
か

ら
、
夫
れ
に
日
本
に
も
無
い
や
う
な
立
派
な「
写
楽
」
の
研
究
著
述
な
ど
し
て
る
米
人

も
あ
る
と
云
ふ
事
だ
か
ら
、
此
浮
世
絵
風
な「
雨
晴
」
は
或
は
予
想
外
の
知
己
を
得
る

や
う
な
事
に
な
り
は
す
ま
い
か

（
三
四
）」と

の
見
解
を
同
時
代
に
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う「
米
人
」と
は
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表
す
る
浮
世
絵
愛
好
家
、

ル
イ
ス
・
Ⅴ
・
ル
ド
ゥ
ー
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
三
九

（
昭
和
一
四
）
年
に
ル
ド
ゥ
ー
の
尽
力
で「T

he W
ork of Sharaku

（
写
楽
の
作

品
）」
展
が
三
会
場（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
オ

ブ
・
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
）
で
開
催
さ
れ
、
図
録
と
し
て『T

he 

Surviving W
orks of Sharaku

（
写
楽
遺
作（

三
五
）集）』が

発
行
さ
れ
て
い
る
。
同
展
や

遺
作
集
に
つ
い
て
は
日
本
で
も『
浮
世
絵
界
』
等
の
浮
世
絵
専
門
誌
で
数
多
く
紹
介
さ

れ
て
い
る

（
三
六
）こ
と
か
ら
、
日
本
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
た
。

中
島
朋
子
氏
の
論（

三
七
）考に

よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
二
十
世
紀
初
頭
よ
り
愛
好
家

に
加
え
美
術
館
で
の
浮
世
絵
の
収
集
が
活
発
に
な
り
、「
日
本
美
術
と
い
え
ば
浮
世
絵
」

と
い
っ
て
過
言
で
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

希
望
が
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
一
九
三
〇（
昭
和

五
）
年
の
ロ
ー
マ
開
催
日
本
美
術
展
覧
会（
通
称
ロ
ー
マ
展
）
以
来
、
二
度
目
の
国
際

展
出
品
に
際
し
、
人
物
を
浮
世
絵
風
に
、
背
景
を
琳
派
風
に
、
着
物
の
柄
に
桜

（
三
八
）を

あ
し

ら
う
な
ど
、
日
本
ら
し
さ
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
点
で
、
海
外
へ
の
視
野
を
も
っ

て
取
り
組
ん
だ
画
題
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
五
章
　
渡
欧
時
の
展
覧
会
に
つ
い
て

希
望
が
、
一
九
五
七（
昭
和
三
二
）
年
に
イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
約
一
年
間
の
滞
在
中

一
九
四
〇（
昭
和
一
五
）年
四
月
に
同
会
に
入
会
し
、《
十
六
夜
》（
一
九
四
〇
年
、
紀
元

二
千
六
百
年
奉
祝
展
）や《
忠
貞
双
絶
》（
一
九
四
一
年
、
第
五
回
児
玉
画
塾
展
、
当
館

蔵
）
な
ど
、
日
本
の
歴
史
人
物
を
描
く
際
に
は
、
観
方
に
風
俗
研
究
を
学
ん
だ
こ
と

が
、
奈
良
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
観
方
宛
の
希
望
の
書
簡
に
つ
い
て
調
査
し
た
菅
居

正
史「
吉
川
観
方
を
め
ぐ
る
人
　々

岸
田
劉
生
と
児
玉
希
望
」（『
奈
良
県
立
美
術
館
紀

要
』
第
九
号
、
一
九
九
四
年
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
児
玉
希
望
論
で
は

看
過
さ
れ
て
い
た
が
、
観
方
が
所
持
し
た
資
料
と
希
望
作
品
の
比
較
等
、
今
後
の
研
究

が
待
た
れ
る
。

第
四
章
　
浮
世
絵
風
美
人
画
制
作
の
背
景

希
望
は
、《
荊
軻
》の
翌
年（
一
九
四
〇
）三
月
に
浮
世
絵
風
の
美
人
画《
春
雪
》を
発

表
し
、
画
壇
に
さ
ら
な
る
驚
き
を
も
た
ら
す
。
続
い
て
、
翌
月
に
は
紐
育
万
国
博
出
品

内
示
展
に《
雨
晴
》（
一
九
四
〇
年
、
二
階
堂
美
術
館
蔵
）、
十
一
月
の
紀
元
二
千
六
百

年
奉
祝
展
に《
十
六
夜
》と
、
立
て
続
け
に
浮
世
絵
美
人
画
を
発
表
す
る
。

「
女
子
で
一
番
美
し
い
の
は
徳
川
中
期
の
風
俗
だ
と
思
ひ
ま
す
。
特
に
長
春
、
春
信

あ
た
り
か
ら
、
清
長
、
歌
麿
等
の
名
浮
世
絵
師
の
輩
出
し
た
時
代
の
女
性
達
だ
と
思
ひ

ま
す

（
三
一
）」と

、
希
望
は
浮
世
絵
へ
の
関
心
を
語
る
が
、
こ
の
転
向
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る

か
は
、
当
時
の
美
術
批
評
家
を
悩
ま
せ
た
。
希
望
の
盟
友
、
伊
東
深
水（
一
八
九
八‒

一
九
七
二
）が
当
時
、
美
人
画
か
ら
転
じ
て
花
鳥
画
や
風
景
画
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と

と
比
較
し
て
理
解
す
る
向
き
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
児
玉
希
望
論
で
も
そ
の
よ
う
に
推
察

さ
れ
て
き
た
が

（
三
二
）、

美
人
画
で
は
な
く
浮
世
絵
の
形
式
を
強
く
残
し
た
点
に
疑
問
が
残
る
。

美
術
記
者
の
神
崎
憲
一
は《
雨
晴
》
が
一
九
四
〇
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万（

三
三
）博
出
品
作

で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、「
児
玉
氏
の
作
品
が
一
番
浮
世
絵
的
な
技
法
が
多
分
に
取
入
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が
分
か
る
。
日
本
絵
画
の
伝
統
の
中
で
も
、
希
望
が
狩
野
派
を
伝
統
絵
画
の
中
心
に
据

え
、
そ
れ
に
連
な
る
自
身
の
ル
ー
ツ
に
正
当
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
い
わ
ば
日
本
の
代

表
と
し
て
西
洋
と「
対
決
」し
た
と
い
え
る
。

日
本
の
伝
統
絵
画
を
国
際
的
観
点
か
ら
見
直
そ
う
と
す
る
希
望
の
戦
略
に
対
し
、
彫

刻
家
の
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ（
一
九
一
三‒

一
九
九
五
）
や
批
評
家
ら
が
水
墨
画
を
激

賞
し
た
こ
と
で
、
希
望
は
水
墨
画
へ
の
手
応
え
を
確
信
す
る
。
イ
タ
リ
ア
展
で
の
結
果

を
踏
ま
え
た
フ
ラ
ン
ス
で
の
展
覧
会
で
は
、
グ
レ
コ
の
評
価
が
低
か
っ
た
墨
と
金
泥
に

よ
る
折
衷
的
作
品
の
出
品
を
や
め
、
水
墨
画
を
メ
イ
ン
に
し
た
内
容
に
変
更
し
て
い（

四
四
）る

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
西
洋
で
の
評
価
を
探
り
な
が
ら
日
本
の
伝
統
美
術
の
何
を

ど
の
よ
う
に
打
ち
出
す
か
を
戦
略
的
に
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

欧
州
で
の
展
覧
会
の
開
催
は
、
単
に
自
身
の
芸
術
を
多
く
の
人
々
に
披
露
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
世
界
的
な
視
野
に
立
っ
て
日
本
の
伝
統
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

画
が
進
む
べ
き
道
を
見
定
め
る
た
め
の
実
験
、
検
証
を
と
も
な
う
調
査
活
動
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
六
章
　
水
墨
画
の
再
発
見
の
意
味

一
九
五
八（
昭
和
三
三
）
年
に
帰
国
し
た
希
望
は
、
す
ぐ
さ
ま「
児
玉
希
望
滞
欧
記

念
展
覧
会
」を
開
催
し
、《
仏
蘭
西
山
水
絵
巻
》（
一
九
五
八
年
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館

蔵
）を
は
じ
め
と
し
た
滞
欧
作
と
帰
国
後
の
制
作
に
よ
る
水
墨
画
を
出
品
。
ま
た
、「
義

務
と
し
て
私
の
体
験
を
世
に
報
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
前
述
の『
水
墨
滞
欧

記
』を
刊
行
し
た
。

そ
の
反
響
は
大
き
く
、「
水
墨
の
世
界
は
、
現
代
絵
画
の
一
つ
の
盲
点（

四
五
）」、「

誰
も
が

忘
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
一
見
画
壇
の
虚
を
つ
く
よ
う
に
打
出
さ
れ
た
水
墨

に
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
で
個
展
を
開
催
し
、
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
は
希
望
の
画
業

の
中
で
も
特
筆
さ
れ
て
き
た
。

渡
欧
前
に
希
望
は
、「
日
本
画
の
可
能
性
を
試
し
て
見
た
い
。
も
う
駄
目
な
の
か
、
そ

れ
と
も
日
本
的
な
方
法
が
大
い
に
生
き
る
も
の
か
、
と
も
か
く
私
は
一
切
を
賭
け
て
み

た
い

（
三
九
）」

と
語
って
お
り
、
日
本
画
滅
亡
論
以
来
、
洋
画
風
表
現
で
新
境
地
を
開
き
な
が

ら
も
、
悲
痛
な
ま
で
の
危
機
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

中
亜
極
東
協
会（
通
称
イ
ズ
メ
ヨ
）
の
招
待
で
イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
展
覧
会
を
し
た

希
望
は
、
自
ら
を
雪
舟
の
系
譜
に
連
な
る
者
と
位
置
づ
け
、
桃
山
風
の
金
碧
障
壁
画
風

の
作
品
と
水
墨
画
、
さ
ら
に
渡
欧
の
前
年
頃
よ
り
試
み
て
い
る
水
墨
と
金
泥
の
み
を
用

い
た
実
験
的
な
作
品
、
書
と
い
う
、
三
種
の
異
な
る
ス
タ
イ
ル
の
絵
画
作
品
を
発
表
、

そ
の
反
響
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

（
四
〇
）。

希
望
は
帰
国
後
に
刊
行
し
た『
水
墨
滞
欧
記
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
五
八
年
）の

中
で
、
イ
タ
リ
ア
で
の
展
覧
会
を「
水
墨
画
展
」
と
記
し
、
水
墨
画
が
欧
州
で
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
を
喧
伝
し
て
い
る
た
め
、
欧
州
で
の
展
覧
会
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際

も
、
水
墨
画
へ
の
言
及
が
主
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
展
と
フ
ラ
ン
ス
展

の
カ
タ
ロ
グ
に
寄
せ
ら
れ
た
希
望
自
身
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
水
墨
画
と
金
碧
障
壁

画
を
狩
野
派
の
両
側
面
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
四
一
）。

さ
ら
に
、
水
墨
と
金
泥
を
用
い
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
従
来
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在

に
先
立
ち
、
戦
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
西
洋
絵
画
研
究
と
は
別
に
、
こ
れ
ま
で

に
学
ん
で
き
た
日
本
絵
画
の
伝
統
を
改
め
て
見
直
そ
う
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か

（
四
二
）」と

解
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
タ
リ
ア
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、「
三
番
目

の
作
品
群
で
は
、
私
た
ち
の
伝
統
の
主
流
に
従
い
、
墨
絵
の
抽
象
的
な
価
値
と
桃
山
様

式
の
輝
か
し
い
金
色
と
の
よ
り
密
接
な
融
合
を
生
み
出
そ
う
と
し
ま
し
た

（
四
三
）」

と
あ
り
、

金
碧
障
壁
画
と
水
墨
画
の
融
合
を
意
図
し
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
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お
わ
り
に

五
十
年
余
の
希
望
の
画
業
は
、
変
化
を
恐
れ
な
い
胆
力
と
明
晰
な
知
性
を
合
わ
せ

持
っ
た
戦
略
家
・
希
望
が
、
自
身
の
芸
術
を
、
そ
し
て
日
本
画
の
可
能
性
を
切
り
開
き

続
け
た
、
そ
の
足
跡
と
い
え
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
希
望
が
描
い
た
小
品
の
中
に
は
、
本
稿

で
の
分
類
に
収
ま
ら
な
い
様
々
な
技
法
を
試
み
た
も
の
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
小
品
に

つ
い
て
も
研
究
す
る
こ
と
で
、
希
望
と
い
う
画
家
の
も
つ
豊
か
さ
、
複
雑
さ
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
も
今
後
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

歴
史
の
中
で
読
み
解
い
て
ゆ
く
児
玉
希
望
論
は
、
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ

り
、
本
稿
を
契
機
に
今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
本
稿
は
、『
近
位
日
本
画
の
真
髄　

児
玉
希
望　

千
変
万
化
、
驚
異
の
筆
力
展
』
図
録

に
寄
せ
た
テ
キ
ス
ト
を
論
考
の
形
で
再
構
成
し
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

【
註
】

（
一
）
主
な
児
玉
希
望
に
関
す
る
展
覧
会
は
次
の
通
り
。

・
一
九
七
〇
年
「
児
玉
希
望
回
顧
展
」（
東
京
、
日
本
橋
高
島
屋
、
広
島
県
立
美
術
館
）

・
一
九
八
〇
年
「
広
島
県
立
美
術
館
所
蔵　

児
玉
希
望
展
」（
広
島
、
東
広
島
市
立
美
術
館
）

・
一
九
八
三
年
「
児
玉
希
望
展
」（
東
京
、
日
本
橋
高
島
屋
、
大
阪
、
な
ん
ば
高
島
屋
、
広
島
県
立
美

術
館
）

・
一
九
九
一
年
「
ふ
る
さ
と
の
児
玉
希
望
展
」（
広
島
、
吉
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館
）

・
二
〇
〇
〇
年
「
近
代
日
本
画
壇
の
巨
匠　

児
玉
希
望
―
そ
の
飽
く
な
き
探
求
―
」（
広
島
県
立
美

術
館
）

・
二
〇
〇
三
年
「
児
玉
希
望
展
」（
広
島
、
東
広
島
市
立
美
術
館
）

画
展
。
ア
ッ
と
お
も
い
知
ら
さ
れ
る
感
じ
の
伝
統
へ
の
自
覚
と
反
省

（
四
六
）」と

の
多
く
の
驚

き
の
声
が
上
が
っ
た
。

当
時
の
日
本
画
界
は
、
油
彩
に
負
け
な
い
マ
チ
エ
ー
ル
を
も
と
め
た
厚
塗
り
の
洋
画

風
の
作
風
が
主
流
で
あ
り
、
日
本
画
滅
亡
論
以
降
、
水
墨
画
は
伝
統
絵
画
と
し
て
敬
遠

さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た

（
四
七
）。

希
望
に
よ
る
水
墨
画
の
再
発
見
は
、
今
日
に
想
像
す
る
以
上

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ア
ー
ト
が「
国
際
化
」
を
求
め
た
時
代
に
、
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
を
強
調
す
る

と
い
う
主
張
は
、
先
鋭
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
菅
井
汲（
一
九
一
九‒

一
九
九
六
）

や
堂
本
尚
郎（
一
九
二
八‒

二
〇
一
三
）
ら
在
外
日
本
人
が
同
地
で
評
価
を
得
る
一
方

で
、
版
画
家
の
棟
方
志
功（
一
九
〇
三‒

一
九
七
五
）が
一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年
の

第
三
回
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
版
画
部
門
の
最
高
賞
、
翌
年
の
第
二
八
回

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
国
際
版
画
大
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
、
岡
本
太
郎
、

瀧
口
修
造
ほ
か『
現
代
人
の
眼　

伝
統
美
術
の
批
判
』（
現
代
社
、
一
九
五
六
年
）
が

「
伝
統
を
国
際
的
な
観
点
か
ら
見
直
す
」
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
、
そ
し
て
希
望
の
水

墨
画
展
が
欧
州
で
成
功
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
欧
米
の
主
流
を
求
め
る
か
、
日
本
の
固

有
性
を
主
張
し
て
戦
う
か
、
両
者
を
折
衷
さ
せ
る
が
論
じ
ら
れ
た

（
四
八
）。

希
望
の
渡
欧
、
そ
し
て
水
墨
画
の
再
発
見
は
、
日
本
画
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
現
代

ア
ー
ト
全
体
に
と
っ
て
も
問
い
を
孕
ん
だ
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
希
望
は
最
晩
年
に
、「
美
術
の
流
れ
と
い
う
大
き
な
歯
車
の
動
き
は
、
一

人
や
二
人
の
力
で
は
変
え
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
せ
め
て
余
生
は
、
そ
の
た

め
に
全
精
力
を
そ
そ
ぎ
、
捨
て
石
に
で
も
な
れ
れ
ば
…
と
考
え
て
い
る
」（
児
玉
希
望

「
彩
管
と
っ
て
五
十
年
」『
中
国
新
聞
』一
九
七
〇
年
六
月
一
七
日
）と
語
っ
て
お
り
、
水

墨
画
を
画
壇
の
未
来
に
接
合
す
る
こ
と
を
亡
く
な
る
ま
で
意
図
し
て
い
た

（
四
九
）。
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（
五
）
横
川
毅
一
郎
に
よ
る
帝
展
評
（『
中
央
美
術
』
一
九
二
一
年
一
一
月
号
）

（
六
）
横
川
毅
一
郎
「
画
人
青
春
（
五
）」『
真
珠
』
第
十
二
号
、
一
九
六
六
年
六
月

（
七
）
横
川
毅
一
郎　

同
右

（
八
）
内
田
清
之
助
『
画
と
鳥　

増
訂
』（
一
九
三
七
年
）

（
九
）
豊
田
豊
「
初
夏
の
尚
美
堂
展
」（『
芸
術
』
第
十
一
巻
第
十
一
号
、
一
九
三
三
年
六
月
）

（
一
〇
）飯
野
正
仁「
戦
時
下
美
術
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
相
」（『
戦
時
下
日
本
の
美
術
家
た
ち　

第
一
輯
』、

二
〇
一
〇
年
）

（
一
一
）
児
玉
希
望
「
作
品
目
録
・
略
歴
」『
児
玉
希
望
回
顧
展
』（
高
島
屋
、
一
九
七
〇
年
）

（
一
二
）
奥
田
元
宋
、
佐
藤
太
清
、
鈴
木
進
「（
座
談
会
）
日
本
画
の
復
権
に
賭
け
た
多
彩
な
足
跡
」（『
月
刊

美
術
』
第
八
十
九
号
、
一
九
八
三
年
二
月
）

（
一
三
）
益
田
愛
隣
「
奥
田
元
宋
画
伯
と
漢
詩
」（『
ア
ー
ト
ト
ッ
プ
』
第
十
巻
第
四
号
、
一
九
七
九
年
四
月
）

（
一
四
）
児
玉
希
望
「
作
品
目
録
・
略
歴
」『
児
玉
希
望
回
顧
展
』（
高
島
屋
、
一
九
七
〇
年
）

（
一
五
）
児
玉
希
望
「
日
本
人
の
絵
」（『
造
形
』
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
五
五
年
九
月
）

（
一
六
）
静
物
画
は
、大
正
期
に
洋
画
の
影
響
を
受
け
た
日
本
画
家
の
間
で
流
行
し
た
時
期
が
あ
っ
た
が
（
古

田
亮
「
再
興
院
展
は
何
を
描
い
て
き
た
か
」『
画
を
結
ぶ
』
青
幻
社
、
二
〇
二
五
年
）
そ
の
頃
の
希
望

は
描
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
一
七
）
希
望
は
「
日
本
人
の
描
い
た
も
の
は
日
本
画
と
考
え
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
印
象
に
対
し
て
日

展
日
本
画
部
に
油
彩
画
を
出
品
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
印
象
が
同
意
し
た
と
の
話
が
伝
わ
る
。
小
森

盛
「
希
望
と
い
う
人
」（『
造
形
』
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
五
五
年
八
月
）
を
参
照
。

（
一
八
）
児
玉
希
望
・
矢
野
茫
土
（
対
談
）（『
色
鳥
』
第
十
二
号
、
一
九
六
〇
年
三
月
）

（
一
九
）
永
井
明
生
「
児
玉
希
望
と
油
絵
」（『
広
島
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
二
年
）

（
二
〇
）
児
玉
希
望
「
不
動
尊
を
描
き
続
け
て
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
六
七
年
十
月
十
五
日
付
）

（
二
一
）「
日
展
の
顔
②　

児
玉
希
望
氏
」（『
中
国
新
聞
』
一
九
七
〇
年
四
月
二
十
一
日
付
）

（
二
二
）
横
川
毅
一
郎
「
画
人
青
春
（
五
）
児
玉
希
望
」（『
真
珠
』
季
刊
・
第
二
一
号
、
一
九
六
六
年
）

（
二
三
）
板
倉
聖
哲
「
芸
州
浅
野
家
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
近
世
後
期
・
近
代
の
視
点
か
ら
」（『
入

城
四
〇
〇
年
記
念　

広
島
浅
野
家
の
至
宝
展
』
図
録
、
広
島
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）

（
二
四
）『
日
本
美
術
年
鑑
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
六
年
）

（
二
五
）《
り
ん
ご
の
花
》（
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
個
人
蔵
）
に
書
き
込
ま
れ
た
情
報
に
よ
る
。

（
二
六
）
板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）
氏
よ
り
、
近
代
日
本
画
家
で
鳩
を
描
く
際
に
参

・
二
〇
〇
七
年
「
児
玉
希
望
―
日
本
画
と
写
生
の
世
界
―
」（
東
京
、
泉
屋
博
古
館
分
館
）

・
二
〇
一
三
年
「
児
玉
希
望
展　

伝
統
に
学
び
、
伝
統
を
超
え
て
」（
岡
山
、
華
鴒
大
塚
美
術
館
）

・
二
〇
一
四
年
「
広
島
県
立
美
術
館
所
蔵　

飽
く
な
き
探
求
の
画
家　

児
玉
希
望
」（
群
馬
、
高
崎
市
タ

ワ
ー
美
術
館
）

・
二
〇
一
八
年
「
生
誕
一
二
〇
年　

児
玉
希
望
展
」（
広
島
、
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
、
富
山
県
水

墨
美
術
館
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
）

・
二
〇
二
一
年
「
没
後
五
〇
年
記
念　

児
玉
希
望
と
安
芸
高
田
」
展
（
広
島
、
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗

博
物
館
）

（
二
）
画
業
全
体
に
つ
い
て
論
じ
た
主
な
児
玉
希
望
論
（
総
論
）
は
次
の
通
り
。

・
鈴
木
進
「
児
玉
希
望
遺
作
展
」（『
児
玉
希
望
展
』
図
録
、
広
島
県
立
美
術
館
、
一
九
八
三
年
一
月
）

・
細
野
正
信
「
児
玉
希
望
、
そ
の
探
求
の
軌
跡
」（『
近
代
日
本
画
壇
の
巨
匠　

児
玉
希
望
―
そ
の
飽
く

な
き
探
求
』
図
録
、
広
島
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）

・
永
井
明
生
「
児
玉
希
望
の
画
業
―
戊
辰
会
か
ら
日
月
社
へ
」（
同
右
）

・
川
口
直
宜
「
児
玉
希
望
日
本
画
と
油
彩
、
水
彩
写
生
画
に
見
る
そ
の
特
質
」（『
児
玉
希
望
―
日
本
画

と
写
生
の
世
界
』
図
録
、
泉
屋
博
古
館
分
館
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）

・
永
井
明
生
「
児
玉
希
望
の
志
向
し
た
絵
画
―
洋
画
研
究
と
抽
象
表
現
を
中
心
に
」（『
超
「
日
本
画
」

モ
ダ
ニ
ズ
ム
―
堂
本
印
象
・
児
玉
希
望
・
山
口
蓬
春
』
図
録
、
京
都
府
立
堂
本
印
象
美
術
館
、

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）

・
永
井
明
生
「
児
玉
希
望
―
そ
の
多
彩
な
作
風
と
魅
力
」（『
児
玉
希
望
展　

伝
統
に
学
び
、
伝
統
を
超

え
て
』
図
録
、
華
鴒
大
塚
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
永
井
明
生
「
超
克
の
日
本
画
家　

児
玉
希
望
の
生
涯
と
芸
術
」（『
生
誕
一
二
〇
年　

児
玉
希
望
展
』

図
録
、
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
、
富
山
県
水
墨
美
術
館
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、

二
〇
一
八
年
四
月
）

（
三
）
竹
坡
の
元
で
金
泥
の
溶
き
方
を
学
ん
だ
と
い
い
、
現
存
す
る
最
初
期
の
作
品
《
親
鸞
》（
一
九
一
九
年

頃
、
個
人
蔵
）
や
《
中
将
姫
》（
一
九
一
九
年
、
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
蔵
）
に
そ
の
跡
が
残
る
。

特
に
、《
中
将
姫
》
の
観
音
像
の
彩
色
に
は
竹
坡
か
ら
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
四
）
時
期
は
不
明
だ
が
、
希
望
は
短
期
間
、
本
郷
洋
画
研
究
所
に
て
油
彩
画
を
学
ん
で
お
り
、
初
期
の
風

景
画
で
あ
る
《
晩
秋
》（
一
九
二
二
年
頃
、
福
田
美
術
館
蔵
）
な
ど
に
は
、
草
土
社
風
の
濃
密
な
写
実

傾
向
へ
の
傾
倒
が
み
ら
れ
る
。
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giapponese K
odam

a K
ibo, R

om
a: Istitudo Italiano per il M

edio ed E
strem

o 

O
riente, 1957

（
四
一
）
海
外
展
で
、
水
墨
画
と
桃
山
風
の
装
飾
画
を
展
示
す
る
と
い
う
発
想
は
、
ロ
ー
マ
展
で
の
横
山
大

観
の
発
想
に
通
じ
る
。
希
望
は
ロ
ー
マ
展
で
は
当
時
、
自
分
が
得
意
と
し
て
い
た
風
景
画
を
出
品
し

て
い
た
が
、
日
本
画
の
魅
力
を
正
し
く
西
洋
に
伝
え
る
と
い
う
大
観
の
問
題
意
識
は
、
戦
後
の
希
望

の
欧
州
で
の
挑
戦
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
四
二
）
永
井
明
生
「
超
克
の
日
本
画
家　

児
玉
希
望
の
生
涯
と
芸
術
」（『
生
誕
一
二
〇
年　

児
玉
希
望
展
』

図
録
、
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
、
富
山
県
水
墨
美
術
館
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、

二
〇
一
八
年
四
月
）

（
四
三
）
註
（
四
〇
）
に
同
じ

（
四
四
）K

odam
a K
ibo, “Introduction”, K

IBÔ
 K
O
D
A
M
A
 Peintre contem

porain Style 

cla ssique des K
anô (X

V
Ie Siècle), Paris, 1957

（
四
五
）
鈴
木
進
「
児
玉
希
望
の
近
業　

水
墨
画
展
に
寄
せ
て
」（『
真
珠
』
第
十
二
号
、
一
九
六
一
年
八
月
）

（
四
六
）「
児
玉
希
望
水
墨
滞
欧
記
念
展
」（『
近
代
美
術
研
究
』
第
四
集
、
一
九
五
八
年
一
二
月
）

（
四
七
）
澤
渡
麻
里
「
水
墨
画
と
近
代
」（『
富
山
県
水
墨
美
術
館
所
蔵　

近
代
の
水
墨
画̶

墨
色
の
魅
力̶

』

図
録
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
）

（
四
八
）
植
村
鷹
千
代
「
現
代
美
術
の
国
際
性
と
伝
統
性
」（『
時
事
通
信
』
第
三
八
七
八
号
、
一
九
五
八
年

一
〇
月
）

（
四
九
）
希
望
の
水
墨
画
再
発
見
か
ら
約
四
半
世
紀
後
に
開
か
れ
た
奥
田
元
宋
・
佐
藤
太
清
・
鈴
木
進
の
座

談
会
「
日
本
画
の
復
権
に
賭
け
た
多
彩
な
足
跡
」（『
月
刊
美
術
』
第
八
九
号
、
一
九
八
三
年
二
月
）

に
お
い
て
、「
い
ま
水
墨
画
の
復
権
な
ど
と
声
高
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
代
の
流
行
と
い
う
点
か

ら
み
れ
ば
、児
玉
先
生
は
い
さ
さ
か
早
す
ぎ
た
感
が
あ
る
」
と
の
鈴
木
の
発
言
に
対
し
、元
宋
が
「
今

ご
ろ
や
ら
れ
れ
ば
非
常
に
い
い
仕
事
と
い
わ
れ
た
で
し
ょ
う
ね
。
戦
後
、
衰
退
し
て
い
た
水
墨
画
を

も
う
一
度
新
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
一
番
初
め
て
の
作
家
と
い
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
」、「
前
人
未
到
の
水
墨
画
を
や
り
た
い
と
い
う
希
望
に
燃
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
」と
回
顧
し
て
い
る
。

（
じ
ん
な
い　

ゆ
り
／
当
館
主
任
学
芸
員
）

照
さ
れ
る
中
国
絵
画
に
は
牧
谿
の
鳩
と
伝
徽
宗
《
桃
鳩
図
》（
宋
時
代
、
国
宝
）
の
二
系
統
が
あ
り
、

本
作
は
牧
谿
の
系
譜
に
連
な
る
と
の
助
言
を
得
た
。

（
二
七
）
ご
遺
族
の
談
話
に
よ
る
。

（
二
八
）
潤
一
「
戊
辰
会
第
十
回
展
覧
会
」（『
阿
々
土
』
第
二
十
五
号
、
一
九
三
九
年
四
月
）

（
二
九
）「
荊
軻
」（『
美
術
日
本
』
第
五
巻
二
月
号
、
一
九
三
九
年
六
月
）

（
註
3
）「
児
玉
塾
第
四
回
展
―
主
と
し
て
希
望
氏
の
処
女
作
美
人
画
に
就
て
」（『
塔
影
』
第
十
六
巻

第
五
号
、
一
九
四
〇
年
五
月
）

（
三
〇
）
楽
浪
遺
跡
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
岡
地
智
子
「
児
玉
希
望
《
荊
軻
》
と
楽
浪
文
物
」（『
近
代

日
本
画
の
真
髄　

児
玉
希
望　

千
変
万
化
、
驚
異
の
筆
力
展
』
図
録
、
二
〇
二
四
年
）
に
詳
し
い
。

図
三
に
掲
載
し
た
楽
浪
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
文
物
の
画
像
も
同
氏
の
調
査
に
基
づ
く
。

（
三
一
）「
好
き
な
も
の
を
描
く
」（『
国
画
』
第
二
巻
第
九
号
、
一
九
四
二
年
九
月
）

（
三
二
）
永
井
明
生
「
超
克
の
日
本
画
家　

児
玉
希
望
の
生
涯
と
芸
術
」（『
生
誕
一
二
〇
年　

児
玉
希
望
展
』

図
録
、
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
、
富
山
県
水
墨
美
術
館
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、

二
〇
一
八
年
四
月
）

（
三
三
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
で
の
日
本
画
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
山
下
寿
水
「
児
玉
希
望
《
雨
晴
》
と
紐

育
万
博
の
時
代
」（『
近
代
日
本
画
の
真
髄　

児
玉
希
望　

千
変
万
化
、
驚
異
の
筆
力
展
』
図
録
、

二
〇
二
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
三
四
）「
紐
育
万
国
博
出
品
内
示
展
」（『
塔
影
』
第
十
六
巻
第
六
号
、
一
九
四
〇
年
六
月
）

（
三
五
）H

arold G. H
enderson and Louis V

. Ledoux, T
he Surving W

orks of Sharaku, 

N
ew
 Y
ork: T

he Society for Japanese Studies, 1 939

（
三
六
）
楢
崎
宗
重
「
写
楽
遺
作
集
に
就
て
（
上
）」（『
浮
世
絵
界
』
第
五
巻
第
五
号
、
一
九
四
〇
年
五
月
）

を
は
じ
め
と
し
て
、『
浮
世
絵
界
』
で
は
数
号
に
わ
た
っ
て
ル
ド
ゥ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ

れ
た
。

（
三
七
）
中
島
朋
子
「
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
日
本
美
術
理
解
」（
東
海

大
学
文
明
学
会
編
『
文
明
研
究
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）

（
三
八
）
着
物
は
鳥
居
清
長
《
風
俗
東
之
錦　

武
家
の
娘
と
侍
女
二
人
》
の
武
家
の
娘
の
そ
れ
と
の
近
似
し

て
い
る
。

（
三
九
）
富
永
惣
一
「
児
玉
希
望
は
何
故
受
け
た
か
」（『
藝
術
新
潮
』
第
九
巻
第
五
号
、
一
九
五
八
年
五
月
）

（
四
〇
）K

odam
a K
ibo, “Considerazioni sulla pittura”, Catalogo della M

ostra del pittore 
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